
学年
1
1
1
1
1
1
1
1
1 就職活動講座
1 就職筆記試験対策Ⅰ
1
1
1
1
1
1
1

1選択
2
2
2
2
2
2
2
2

鉄道旅行プランニング

就職筆記試験対策Ⅱ
面接対策

TOEICⅡ
英検対策Ⅰ・Ⅱ
第二外国語（韓国語）

鉄道概論
鉄道実務
鉄道旅行プランニング
フレッシャーズ教育
手話

鉄道概論
鉄道係員

ビジネスマナー
TOEICⅠ

鉄道車両

TOEIC

鉄道

コミュニケーション学
第二外国語（中国語）

コンピュータ

国内地理
サービス介助士

鉄道駅実務
鉄道業界研究

科目名

鉄 道
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

2．車種別によるけん引き定数の表し方を知る

3．けん引き定数の表記方に対する注意点を学ぶ

4回 鉄道の標識③

3回

11回

12回 運転理論②

鉄道の標識② ・標識の種類と役割を知り、標識の重要性を知る

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道概論 M

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 鉄道の安全に対する知識を学ぶ

使用テキスト わかりやすい鉄道技術（１、２、３）、講師作成プリント

鉄道に関わる用語、合図、標識、車両を知る

運転理論の意義を学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1．カリキュラムの説明

1回 オリエンテーション

3．用語の意義を説明することにより、より深みのある授業にす

2．主な鉄道用語概要を行い授業が柔軟に進めるよう周知する

1．標識の意義

2回 鉄道の標識① ・鉄道標識の意義を知ることで標識に対する意識を深める

・鉄道の安全を維持するための標識であることを意識付けする

1．標識の種類

・鉄道車両に対した省令を知ることにより、規定内容を同時に知る

1．鉄道車両概要

・標識に対する習熟度確認により授業内容の把握を確認する

1.鉄道車両概要

・鉄道車両に対した省令を知ることにより、規定内容を同時に知る

・標識に対する習熟度確認により授業内容の把握を確認する

5回 鉄道の標識④

1.鉄道車両概要

・鉄道車両に対した省令を知ることにより、規定内容を同時に知る

・各車両の営業目的に合った特徴を知る

・標識に対する習熟度確認により授業内容の把握を確認する

1．鉄道車両概要

・鉄道車両に対した省令を知ることにより、規定内容を同時に知る

6回 鉄道の標識⑤

鉄道車両紹介①

・鉄道車両に対する各鉄道会社の着目点を知る

7回

10回 鉄道車両紹介④

１．九州の鉄道会社

・車両の特徴を知る

・各車両の営業目的に合った特徴を知る

１．九州の鉄道会社-2

2．期末試験に対するフィードバック

期末試験対策

1,.知悉度調査を実施する

・理解度の状態を把握し、解説を再度行い、習熟度の向上を図る

8回 鉄道車両紹介②

9回 ・車両の特徴を知る

15回 まとめ

・ワンマン列車の規定を学ぶ

・理解度の確認及び全体評価

運転理論①

・知湿度調査を行うことにより理解度を確認する

1．けん引き定数を知り、列車運転に対する定義を学ぶ

１．総まとめ、全体質疑

1．運転速度の定義を学ぶ

・均衡速度・表定速度・平均速度・計画速度・進入速度・進出速度・通過速度・実測速度

・観測速度・推定速度・許容速度を学ぶ

1,期末試験

鉄道車両紹介③

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

１．ワンマン列車の特徴を知る

・ワンマン車両の基本
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

　・各指令の種類と役割を学び、指令の重要性を知る

　・鉄道運行の安全確保に対しいかに指令の役割が生かされているかを学ぶ

4回 鉄道乗務員③

3回

11回

12回 鉄道運行に関わる係員

鉄道乗務員② ・到着から発車までの基本動作の実施

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道係員 M

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 各鉄道係員の仕事内容を身に付け、目標とする職種の重要性を身に付ける

使用テキスト わかりやすい鉄道技術（１、２、３）、講師作成プリント

鉄道運行に携わる各係員の概要と鉄道運行の仕組みについて学ぶ

鉄道係員の役割と責任、心構えについて学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1.カリキュラムの説明

1回 オリエンテーション

3鉄道係員の役目及び仕事内容の復習を行い、各係員の作業把握を行う

2.前期の復習

1.乗務員の放送一般

2回 鉄道乗務員① 2.乗務員のお客さまに対する案内放送の意義と相対的な放送内容の習得を行い実施する

3.各場面でのお客さま対応能力を身に付け、基本的な放送を身に付ける

1乗務員の基本動作を学ぶ

・車掌と運転士のやり取りを実戦形式で学ぶ

・到着から発車までの基本動作の実施

1乗務員の基本動作を学ぶ

・車掌と運転士のやり取りを実戦形式で学ぶ

1司令について学ぶ

・各指令の種類と役割を学び、指令の重要性を知る

・鉄道運行の安全確保に対しいかに指令の役割が生かされているかを学ぶ

5回 鉄道運行に関わる係員

1ダイヤグラム作成に関わる係員を学ぶ

・鉄道ダイヤ作成時の注意点（お客さまの利用しやすいダイヤ）とダイヤグラムの関係を学び、

・省令変更はこうして行われた意味を把握する（規定改正及び事故対策等を学ぶ）

　時刻表がどのような工程で出来上がるかを学ぶ

1ダイヤグラム作成に関わる係員を学ぶ

・ダイヤグラムの見方を学び、実際にダイヤグラムの作成を行い、ダイヤの知識を深める

6回 鉄道ダイヤに関わる係員①

鉄道ダイヤに関わる係員②

・各駅のダイヤがどのように構成れるかを学び、駅作業の重要性を学ぶ

7回

10回 事故事例研究③

1コンプライアンスに関わる事例

・過去の鉄道事故事例を基に、事故内容と乗務員の取り扱いを把握する（世間に与えた影響等を学ぶ）

・省令変更はこうして行われた意味を把握する（規定改正及び事故対策等を学ぶ）

1信号に関わる事例

2．期末試験に対するフィードバック

期末試験対策

1,.知悉度調査を実施する

・理解度の状態を把握し、解説を再度行い、習熟度の向上を図る

8回 事故事例研究①

9回 ・過去の鉄道事故事例を基に、事故内容と乗務員の取り扱いを把握する（世間に与えた影響等を学ぶ）

15回 まとめ

・省令変更はこうして行われた意味を把握する（規定改正及び事故対策等を学ぶ）

・理解度の確認及び全体評価

事故事例研究④

・知湿度調査を行うことにより理解度を確認する

1.司令について学ぶ

１．総まとめ、全体質疑

1停車に関わる事例

・過去の鉄道事故事例を基に、事故内容と乗務員の取り扱いを把握する（世間に与えた影響等を学ぶ）

・省令変更はこうして行われた意味を把握する（規定改正及び事故対策等を学ぶ）

1,期末試験

事故事例研究②

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

1ＡＴＳに関わる事例

・過去の鉄道事故事例を基に、事故内容と乗務員の取り扱いを把握する（世間に与えた影響等を学ぶ）
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

・モーターと台車の因果関係を学び、安全を守る条件を知る

・台車の種類を学び、車両形式に合った台車の役割を学ぶ

4回 電車の運行条件

3回

11回

12回 電車・気動車の台車について

電車と気動車の相違点② ・学習内容の違い

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道車両 M

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 各鉄道係員の仕事内容を身に付け、目標とする職種の重要性を身に付ける

使用テキスト わかりやすい鉄道技術（１、２、３）、講師作成プリント

鉄道車両の種類について学ぶ

電車と気動車の仕組みと違いを学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1.カリキュラムの説明

1回 オリエンテーション 2.鉄道車両の歴史説明

1.電車と気動車の利点と欠点

2回 電車と気動車の相違点① 2.鉄道業界においての車両普及内容

3.運転内容説明

1.国家試験の相違点

・車両形式の確認方を学ぶ

・起電方式の種類と条件いついて学ぶ

1.電車線路について

・直流起電と交流起電の違いと内容について学び、車両の条件を知る

1.気動車の運行条件を学ぶ

・エンジンのストローク

・線区別車両について学ぶ

5回 気動車の運行条件

1.集電装置について学ぶ

・起電方式の違いによる集電装置の役割を学ぶ

・集電装置の種類について学び、鉄道会社の車両を学ぶ

1.車両形式について

・地域別形式についての機器配置を学ぶ

6回 電車の機器一覧

気動車の機器一覧

・エンジンを正常に起動させる重要機器について学ぶ

7回

10回 電車の列車記号

1.集電システムを学ぶ

・架線集電システムの各機器配置

・架線集電システムの各機器の役割を学ぶ

1.床下機器配置

2．期末試験に対するフィードバック

期末試験対策

1,.知悉度調査を実施する

・理解度の状態を把握し、解説を再度行い、習熟度の向上を図る

8回 電車の機器一覧

9回 ・形式別機器配置と役割を学ぶ

15回 まとめ

・換算係数を学び車両の種別を知る

・理解度の確認及び全体評価

気動車の列車記号

・知湿度調査を行うことにより理解度を確認する

1.電車の台車概要を学ぶ

１．総まとめ、全体質疑

1.電車の列車記号を知る

・記号の選別による運転取扱いを学ぶ

・換算係数を学び車両の種別を知る

1,期末試験

気動車の機器一覧

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

1.電車の列車記号を知る

・記号の選別による運転取扱いを学ぶ
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

・各自、時刻表に対する確認方を発表し、実力不足を解消する

2.習熟度調査を行う

4回 旅行プランニング③

3回

11回

12回 時刻表の活用

旅行プランニング② ・お客さまの意向にあったプランニング作業を行う（窓口練習）

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道旅行プランニング M

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 時刻表の確実な活用方を身に付ける

使用テキスト 時刻表、講師作成資料

時刻表を用いてのプランニング作業

運賃料金及び宿泊先を考えたプラン作成
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1.カリキュラムの説明

1回 オリエンテーション 2.今後のプラン内容を説明

1.JR時刻表を使った鉄道旅行作成

2回 旅行プランニング① ・お客さまの意向にあったプランニング作業を行う（窓口練習）

・見積書作成時に必要な事項を学び、実施作業を行う

1.JR時刻表を使った鉄道旅行作成

・お客さまの予算に似合ったプランニング作業を行う

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

1.JR時刻表を使った定期観光バス旅行作成

1.JR時刻表を使った定期観光バス旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う5回 旅行プランニング④

1.JR時刻表を使った船舶旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

1.JR時刻表を使った船舶旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

6回 旅行プランニング⑤

旅行プランニング⑥7回

10回 旅行プランニング⑨

1.JR時刻表を使った航空旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

1.JR時刻表を使った航空旅行作成

2．期末試験に対するフィードバック

期末試験対策

1,.知悉度調査を実施する

・理解度の状態を把握し、解説を再度行い、習熟度の向上を図る

8回 旅行プランニング⑦

9回 ・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

15回 まとめ

・宿泊所に対する考え方の練習を行う

・理解度の確認及び全体評価

旅行プランニング⑩

・知湿度調査を行うことにより理解度を確認する

1.時刻表の活用術を発表する

１．総まとめ、全体質疑

1.JR時刻表を使った総合的な旅行プラン作成

・各班ごとに、行先行程を作成し、計画表を作成する

・宿泊所に対する考え方の練習を行う

1,期末試験

旅行プランニング⑧

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

1.JR時刻表を使った総合的な旅行プラン作成

・各班ごとに、行先行程を作成し、計画表を作成する
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

面接の要点

鉄道駅運営の実態

鉄道マーケティング③

交通関連トピックス解説

企業人としてルールを理解4回 鉄道会社の企業倫理

3回

11回

12回

鉄道社員のキャリアパス

10回

9回

鉄道マーケティング①

鉄道会社採用試験の

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道駅実務 Ｍ

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 向　明彦

到達目標 鉄鉄道道関関連連従従事事者者にに必必要要なな基基礎礎的的ササーービビススやや基基本本的的資資質質のの育育成成・・向向上上をを図図るる。。((注注：：学学生生理理解解度度等等にによよりり授授業業内内容容のの変変更更有有))

使用テキスト 授業状況により独自資料

鉄道業界の基本的な知識、業界動向及び経営概況を学ぶ

駅駅業業務務のの基基礎礎的的鉄鉄道道営営業業規規則則のの習習得得。。駅駅業業のの接接客客基基礎礎知知識識ややササーービビスス等等のの理理解解
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

シラバスによる講義概要及び進め方等

1回 オリエンテーション　

(注：この期間で、旅行業務取扱管理者試験の未受験者に試験出題傾向の対策)

鉄道旅客営業規則に関する前期のまとめ

2回 駅実務の接客 「鉄道接客サービス３９か条」から接客の基礎知識を理解

社員採用の形態と基準・運用等

ＪＲグループの概要とビジネスモデル

交通関連トピックス解説5回 鉄道経営の概況

交通関連トピックス解説

交通サービスとは、それに関連する鉄道駅の役割・機能

交通関連トピックス解説

6回 鉄道経営の概況

鉄道駅の役割・機能

今後の役割と方向性

7回

業務運営体制と部門別業務概要

交通関連トピックス解説

主要民鉄の経営概況とビジネスモデル

8回 鉄道駅業務の概要

15回 まとめ

鉄道会社のマーケティング成功実例を把握・理解

マーケティングの基本的考え方(定義・意義・手法)

後期試験の講評と後期及び年間の振返りと要点整理について

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回

ＪＲ博多駅見学

後期試験

面接試験の取組みの重要点を理解

マーケティング手法を活用し、鉄道会社のマーケティングを制作

鉄道マーケティング手法

鉄道マーケティング②

後期試験実施

(注：学生がグループになり、グループ毎に具体例を制作)
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道業界研究 Ｍ

担当講師（フルネーム） 三石　佳代子 有（鉄道業界勤務歴）

授業概要（内容）
鉄道業界への就職を目標とし、ＪＲ・大手私鉄を中心とした業界研究を行う

授業形態 講義

到達目標 各鉄道会社の実態と経営戦略、企業理念を学ぶ

使用テキスト ・鉄道業界就職ガイドブック2027　・講師作成プリント

成績評価方法
※単位取得には、出席率は便覧どおり７５％以上を条件とする

単位数 2
平常点＋小テストで50％、期末テストで50％

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回
オリエンテーション

JR北海道

夏休みに行った企業研究を振り返る

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

2回 ＪＲ四国

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

3回 ＪＲ東海

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

4回 ＪＲ西日本

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

5回 ＪＲ東日本

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

6回 JRグループの復習

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

小テスト（JRグループ）

7回 東京メトロ

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

8回 東武、西武、東急

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

9回 京王、京成、京急

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

10回 小田急、相鉄

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

小テスト（関東の私鉄）

11回
阪急・阪神ＨＤ、

大阪メトロ

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

12回 近鉄、京阪、南海

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

13回
名鉄について

大手私鉄の復習

実態と経営戦略を学び、特徴を知る

企業理念を分析し、理念に適う人物像を考える

小テスト（中部・関西の私鉄）

14回
第三セクター、

地下鉄、その他鉄道

第３セクターや地方鉄道、公営鉄道など、ＪＲ・大手私鉄以外にIBCに過去求人を出した実績のある会社

を研究し、求人が来たら応募できる準備をする

15回
期末テスト

一年間のまとめ

期末テスト

これまでの鉄道業界研究を総復習し、就職試験に活かす
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

 ①世界遺産の基礎知識

4回 近畿③

3回

11回

12回 世界遺産①

近畿②  旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 国内地理 Ｍ

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 山本真美

到達目標  後期は日本各地の観光知識をもとに体験型観光を考える

使用テキスト  旅に出たくなる地図、国内観光地理

 各都道府県の観光地限（観光地、温泉、祭り、名産品など）を学ぶ

 日本の世界遺産を学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

 授業の進め方、評価方法

1回 体験型観光とは  体験型観光の定義を考え、その視点をもつ

 三重・滋賀

2回 近畿①  旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

 京都・大阪・兵庫

 

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

 奈良・和歌山

 近畿地方の体験型観光を考える

 徳島・香川

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ5回 四国①

 愛媛・高知

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

 四国地方の体験型観光を考える

 鳥取・島根

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

6回 四国②

中国①7回

10回 九州②

 岡山・広島・山口

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

 中国地方の体験型観光を考える

 福岡・佐賀・長崎

 ④日本の世界遺産と体験型観光を考える

世界遺産②

 ②日本の世界遺産の基礎情報

8回 中国②

9回  旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

15回 後期試験

九州③・沖縄

 世界遺産検定３級の内容に沿って世界遺産を考える

 後期試験３０分

 鹿児島・沖縄

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ

 九州・沖縄地方の体験型観光を考える

③日本の世界遺産の観光課題

九州①

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 世界遺産③

 熊本・大分・宮崎

 旧国名・温泉・名所・観光地・名産品について学ぶ
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

・聴覚障害者への接遇

・実技教習について説明

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回
・ユニバーサルデザイン

・いろいろなマーク
・バリアフリー設備の理解 ・必要性を理解する（オストメイト用設備、カームダウンルーム、バギー型小児用車いす）

・視覚障害について　　

・視覚障害者の困りごと、原因を考える

・日常よく見かけるマークや気をつけて見ていただきたいマーク

・円滑なコミュニケーション
　（接遇）

・知的障害、発達障害、精神障害の概要

・授業内での期末試験　範囲：今まで学んだ部分

・言語による接遇

・外見や行動による接遇

・身近なユニバーサルデザインを知ろう

・身体障害者補助犬
・身体障害者補助犬法を知る

8回 ・車いす使用者への接遇

9回 ・聴覚障害者の困りごと、原因を考える

15回 期末試験

・高齢者への理解と接遇

・ジェロントロジー7回

10回 ・視覚障害者への接遇

・車いす使用者の障壁を考える

・車いすの種類、部分の名称,操作の注意点　

・聴覚障害について　　

5回 ・高齢社会の理解

・加齢による身体変化を知り、合理的配慮を考える

・「創齢学」自分の人生を考える　

6回

・社会モデルの捉え方を理解、合理的配慮につなげる

・障害者差別解消法を理解する

・高齢者社会の現状を知る

・サービス介助士の基本理念　サービス介助士の接遇の概念

2回
・基本理念

・接遇の捉え方
・ホスピタリティ

・ホスピタリティとは

・ノーマライゼーションの基本的な考え方

テーマ 授業内容

・教材受け渡し　受講票確認　自己紹介

1回

・オリエンテーション
・多様な社会を考える

・共生社会の実現をめざして
・SDGｓを考える ・企業が取り組むＳＤＧｓについて　サービス介助士との繋がりは　

・「サービス介助士」を学ぶ意義　これからの社会を考える　多様性（ダイバーシティ）を受け入れる必要性

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 吉田紀子/守田久実子/髙田訓代/大隈多恵/城下博美

到達目標 おもてなしの心と正しい介助技術を学び、授業後のサービス介助士資格取得を目指す

使用テキスト サービス介助士・准サービス介助士資格取得講座テキスト

障害の社会モデルの考えや心のバリアフリーについての理解を深め、

おもてなしの心と正しい介助技術を学ぶ
授業概要（内容）

対象学年 学科 鉄道科

科目名 サービス介助士 M

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

・困りごとを考える

4回
・障害者差別解消法

・障害の捉え方（社会モデ
ル）

3回

11回

12回 ・知的・発達・精神障害者への接遇

・ノーマライゼーション
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

15回
2/3(水)

鉄道会社
企業説明会【４】

・鉄道会社・企業説明会

（企業の都合で時間割を変更することがあります）

13回
1/13(水)

面接対策【４】

・前回の続き

14回
1/27(水)

就職セミナー
フィードバック／実習前教

育

・就職セミナーの振り返り

（セミナーで学んだこと、意識の変化、共有）

・実習前教育

11回
12/9(水)

面接対策【２】

・前回の続き

12回
12/16(水)

面接対策【３】

・模擬面接（グループ）実施

9回
11/11(水)

書類作成【４】

・就職セミナー＝模擬面接エントリーシート／

 企業実習＝実習履歴書の作成方法

10回
11/25(水)

面接対策【１】

・面接の種類と心構え

・面接官の視点を知る

・好印象を与える話し方／言葉遣い

4回
10/7(水)

書類作成【３】

・前回の続き

5回
10/14(水)

書類作成【５】

・前回の続き

6回
10/21(水)

鉄道会社
企業説明会【１】

・鉄道会社・企業説明会

（企業の都合で時間割を変更することがあります）

7回
10/28(水)

鉄道会社
企業説明会【２】

・鉄道会社・企業説明会

（企業の都合で時間割を変更することがあります）

8回
11/4(水)

鉄道会社
企業説明会【３】

・鉄道会社・企業説明会

（企業の都合で時間割を変更することがあります）

2回
9/16(水)

書類作成【１】

・就職セミナー＝模擬面接エントリーシート

・企業実習＝実習履歴書の作成方法

3回
9/30(水)

書類作成【２】

・前回の続き

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回
9/9(水)

オリエンテーション

・授業の進め方を説明　・1年次後期の就職活動のスケジュールを確認

・校長 講話

到達目標 ・就職試験で必要な書類（履歴書・エントリーシート）の作成、面接試験で的確な受け答えができるようになる

使用テキスト  専門学校生のための就職内定 基本テキスト／EMPLOYMENT NOTE 2026（就職ノート）

成績評価方法
・提出物・課題70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 友納真 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
・1年前期で学んだ内容を就職試験に向けて仕上げる

授業形態 講義
・就職する業界・企業を明確にする・企業実習/就職セミナーの書類の作成

対象学年 学科 鉄道科

科目名 就職活動講座 M

・GoogleClasssroomを使用します。
・課題について、Formsで作成、
提出を求めるものもあります。

・指定日＝リクルートスーツ着用のこと。
（スーツに合わせた身だしなみを心掛けてください）
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

世界史の中の人物

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 　働く環境を考える

 ＳＰＩ言語　文章問題⑤

 時事　現代世界の人物を知ることにより時事問題にアプローチする

 ＳＰＩ言語　文章問題③

時事用語解説

 文化史　  文化・芸術史を学び、教養として芸術作品を知る

 期末試験３０分

 時事用語を知り、時事問題に取り組む

 ＳＰＩ言語　行為の関係

 労働・社会保障　労働者は守られているか？

 残りの時間は「時事問題を考える」ニュースサイトの活用方法

名言・名句　　　

 思想史　　思想家の名言・名句と著書

 ＳＰＩ言語　ことわざ・慣用句

8回 現代日本の人物

9回

15回 　後期末試験　　

日本史の中の人物

日本史の中の人物

 ＳＰＩ言語　文章問題②

7回

10回 現代世界の人物

 四字熟語テスト⑥

 時事　現代日本の人物を知ることにより時事問題にアプローチする

 ＳＰＩ言語  　原料（加工物とその原料）

 世界史　　世界史上の出来事を追い、人物と「何」が起きたのか？見る

 ＳＰＩ言語　　複数の意味（意味や用法が近いもの）

5回 世界地理②

 四字熟語テスト④

 日本史　　日本史上の人物に焦点をあて、歴史をみる（誰が何をしたか）①

 ＳＰＩ言語　包含・用途・機能

 ＳＰＩ言語　文章問題①

 四字熟語テスト⑤

 日本史　　日本史上の人物に焦点をあて、歴史をみる（誰が何をしたか）②

6回

 ＳＰＩ言語　　ことばの意味①語句の意味が正しいもの

 世界地理　 世界各地の気候、産物と産地から地球温暖化を考える①

 四字熟語テスト②

 ＳＰＩ言語　　ことばの意味②意味に適合する語句

 四字熟語テスト③

 世界地理　 世界各地の気候、産物と産地から地球温暖化を考える②

 日本地理　 日本の気候、産地と産物から気候変動を考える①

2回 日本地理  ＳＰＩ言語　　反意語（意味や内容が反対の語）

 四字熟語テスト①　課題（四字熟語）を６回に分けて小テスト

テーマ 授業内容

 授業方針説明、就職試験の実態を知る

1回 ＳＰＩを知る

　　＊課題（四字熟語）の提出

 ＳＰＩ言語　　同意語（意味や内容が近い語）

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本真美

到達目標 筆記試験の点数を確実に取るために基礎知識の向上を目指し、時事問題にも強くなる

使用テキスト 一般常識＆時事/一問一答　（高橋書店）

就職試験における筆記試験分野・言語系の対策授業
授業概要（内容）

対象学年 学科 鉄道科

科目名 就職筆記試験対策Ⅰ Ｍ

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験７０％　平常点３０％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

 ＳＰＩ言語　文章問題④

4回 世界地理①

3回

11回

12回 文化史　　　　　

四字熟語  日本地理　 日本の気候、産地と産物から気候変動を考える②
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 鉄道科

科目名 就職筆記対策Ⅱ M

担当講師（フルネーム） 北村正雄 無

到達目標 JR各社　西日本鉄道その他の私鉄　に合格するのに必要な非言語分野の学力の修得　

使用テキスト なし

・期末試験70％　平常点30％　

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

損益算の基本公式の確認　　原価　　定価　　売価　を求める公式　原価も定価も売価も不明の時

総原価　　総利益　　総定価　を求める問題　

各コ－スの企業の過去問を中心に応用問題にチャレンジ

集合分野はSPIでは極めて重要な分野です。ほとんどの企業で出題が予想されます。

集合はカブリのことです。ベン図　オイラ－図　の理解がポイントです。

集合では独特の日本語の理解が必要です。　少なくともの意味

集合分野はSPIでは極めて重要な分野です。ほとんどの企業で出題が予想されます。

集合はカブリのことです。ベン図　オイラ－図　の理解がポイントです。

集合では独特の日本語の理解が必要です。　少なくともの意味

基本問題集Bプリント　　ｐ１９４～ｐ２２２　　推論　　順位　平均点　　フロ－チャ－ト

基本問題集Cプリント　ｐ１７２～１９４　　位置の問題　　順列　　　重複順列

問題文の条件を推理して各店の位置を特定する。

基本問題集Cプリント　ｐ１７２～ｐ１９４

勝敗　リ－グ形式とト－ナメント形式

基本問題集Dプリント　ｐ１７２～ｐ１９４　　サイコロ　コインを使った確率問題

　ｐ（probability）＝N（全体の場合の数）÷a（求める場合の数）

推論　　集合　順列　組み合わせの過去問　問１～問１２

推論　6個の玉を箱PQに分けて入れた　PはQの２倍　Qの玉は何個か

９人にイヌ　ネコ　小鳥どれを飼いたいか聞いた　多い順にイヌ　ネコ　小鳥　無回答無し　小鳥の回答人数は

推論　　集合　順列　組み合わせの過去問　問１３～問２５

集合　クラスの３０人のうち、運動部の生徒１６人　運動部と文化部の両方２人　どちらにも入っていない生徒は

４人　　文化部に入っている生徒は何人？

推論　　集合　順列　組み合わせの過去問　問２６～問３８

組み合わせ　PQRSTUVの７人を３人部屋と４人部屋に振り分けたい　　分け方は何通り？

確率PQR３人がサイコロを振った　Pが最大の目　QとRが同じ目となる組み合わせは何通り？

推論　問１～問８　RSTU　４人の交通費の問題　４店舗の位置の問題　

LMNOPQ　６人の待ち合わせ場所の到着の前後関係　　嘘・本当の発言問題

ト－ナメント方式の勝敗の結果　ト－ナメント表の作成

試験終了後　テストセンタ－の過去問

解答に至る筋道　論理なぜそうなるのか

構造的把握力検査の内容　

２年次に使用するプリントの配布

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

授業形態

単位数 2

確率

後期試験実施

SPIテストセンタ－過去問

SPIテストセンタ－Aプリン
ト

勝敗

後期試験解答解説

推論

位置　順列

SPIテストセンタ－過去問　

集合

順列

損益算の復習

授業概要（内容） 講義

成績評価方法

集合

SPIテストセンタ－過去問

組み合わせ

新型コロナ禍後の形式はWeb試験がメイン。　WebとPaperは内容がかなり異なります。鉄道各社
の過去問を中心にできるだけわかりやすく講義します。この科目は復習に力を入れてください。
SPIなどの試験に合格しないと面接に進めません。能力検査試験の合格に向けて一緒に頑張り
ましょう。

数学Bプリント全体の数ｎの中からr個を取り出して並べるときの並べ方　　nPr　順列公式　P＝
Permutation　　　　　　　　　　　　　重複順列　nr乗　　円順列　（n－１）！　　数珠順列（n－１）！÷２　　基
本問題集B

全体の数ｎの中からr個を選ぶ時の選び方　ｎCｒ　C＝nPr÷ｒ！（階乗）
重複組み合わせの公式　hCｒ＝ｎ＋ｒ－１Cｒ　　基本問題集B
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1年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

日本が掲げるテーマを討議する

4回 集団面接

3回

11回

12回 集団討議

面接 正しい姿勢、立ち方、歩き方、椅子の座り方、発声、相手に届く声で話す

講義授業形態

成績評価方法
・実技試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 面接対策講座 N

有（エアライン業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 橋本美智子

到達目標 就職面接に合格することを目標にし、社会人としての相応しいマナーを身に付ける

使用テキスト 配布プリント　制服着用

「好印象」を勝ち取るための表現を実技にて体得する
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

授業の進め方の説明

1回 就職に向けて

面接の意義、その種類と特質について理解する

受講の心構え（身だしなみ、お辞儀）

企業に求められる人材についてワークをとおして考える

2回 求められる人材 ビジネスパーソンとして必要な能力を理解する

面接での表現

自己紹介

歩く～座る

入退室

実技

入退室

話す、聞く、答える

実技

5回 集団面接

入退室

話す、聞く、答える

実技

実技

好印象の質疑応答

6回 集団面接

集団面接

実技

7回

10回 集団討議

好印象の質疑応答

実技

集団面接

集団討議

8回 集団面接

9回 討議の進め方の説明

15回 期中試験

集団面接

集団討議

世界が掲げるテーマを討議する

身近な問題をテーマを討議する

集団討議

振り返り

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期中試験

身近な問題をテーマを討議する
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

過去問題

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 社会人としての心構え

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。

過去問題

社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。

期末試験

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

ビジネスマナー他

社会人としての心構え

ビジネスマナー他

8回 過去問題

9回 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

15回 期末試験

過去問題

過去問題7回

10回 過去問題

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

5回 過去問題

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

6回

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

2回 過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

テーマ 授業内容

後期授業の進め方について

1回 過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 田中　友加利　池田 香織

到達目標 ビジネス能力検定ジョブパス3級合格を目指す。（１２/６（日)受験）

使用テキスト ビジネス能力検定3級テキスト２０２６年度版

・社会人になるための心構え、また専門学校での過ごし方を学ぶ。

・社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル・国際ビジネス・エアライン・鉄道

科目名 ビジネスマナー ACMP

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

１２/６（日)試験の自己採点をする

4回 過去問題

3回

11回

12回 自己採点

過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

模試

ライティング

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験対策

読解問題

リーディング

文法解説

読解解説

文法問題

Part7(2)

2文書参照問題の解き方

Ｅメール、記事を読む

TOEIC S&Wテストの案内

ウェブページ、用紙を読む

文脈を意識して読む

練習問題

語彙問題

スピーキング

Part7(5)

ダブルパッセージ

記事とＥメール

8回 Part7(1)

9回 Part1/Part2/Part3/Part4

15回 TOEIC　S&W

Part5(4)

Part5(6)

分詞の形と用法を理解する

7回

10回 模試解説

Part7の攻略の基本を学ぶ

短い文章から取り組む

広告・Eメールを読む

リスニング模試

名詞・動詞・形容詞・副詞

5回 Part5(1)

関係代名詞

先行詞が人か物かをチェックする

答え合わせと解説

主格・目的格・所有格の判別

準動詞の形と役割を理解する

不定詞・動名詞の練習問題

6回

選択肢を読む

設問の順番に沿ってヒントを聞き取る

Part４の攻略の基本を学ぶ

会議の抜粋やスピーチを聞く

Part5の攻略の基本を学ぶ

品詞問題

Yes/No疑問文

2回 Part2(2) 付加疑問文

平叙文

設問を先に読む

テーマ 授業内容

授業の進め方、評価方法の説明

1回 Part1

人物、風景と物、乗り物についての表現

写真をチェックする

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 挽田雅子

到達目標 TOEIC試験で目標スコアを獲得する

使用テキスト 公式TOEIC　LISTENING & READING 問題集12

TOEICの試験形式に慣れ、聴解力、語彙力、読解力の強化をめざす。

TOEIC頻出の文法事項を理解する。
授業概要（内容）

対象学年 学科
ホテル・ブライダル・エアライン・

鉄道・国際ビジネス科

科目名 TOEIC Ⅰ ACMP①

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

頻出語彙

練習問題

4回 Part4(1)

3回

11回

12回 Part7(4)

Part3(2) 設問の意味を単純化する
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

14回 期末試験（予定）

Part5/Part6/Part7

単語プリント

15回 まとめと復習

期末試験のフィードバック

文法・語彙問題

読解問題

12回 Part7(3)

テキストメッセージ

意図問題の解き方

パンフレット

13回 Part7(6)

トリプルパッセージ

議題・お知らせ・テキストメッセージ

報告書・Eメール・広告

10回 模試

リーディング

Part5/Part6/Part7

答え合わせ

11回 IPテスト対策

リスニング対策

リーディング対策

頻出語彙

8回 Part5(5)

代名詞・限定詞

適切な格を判断する

可算名詞・不可算名詞

9回 Part6

Part6の攻略の基本を学ぶ

設問を分類する

文法・語彙問題を解く

6回 Part5(2)

品詞問題　発展編

文脈から適切な意味の語を選ぶ

複合名詞

7回 Part5(3)

動詞の形と役割

時制

態

4回 Part3(3)

設問を先に読む

図・イラスト問題を攻略する

選択肢を読む

5回 Part4(2)

場所を問う問題

職業を問う問題

次の行動を問う問題

2回 Part2(3)

「許可」「依頼」「提案」の応答の典型を覚える

音のひっかけに注意する

練習問題

3回 Part3(1)

Part3の攻略

音のひっかけに注意する

練習問題

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 Part2(1)

Part2の攻略の基本を学ぶ

WH疑問文を聞きとる

キーワードをとらえる

到達目標 TOEIC試験で目標スコアを獲得する

使用テキスト 公式TOEIC　LISTENING & READING 問題集12

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 挽田雅子 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
TOEICの試験形式に慣れ、聴解力、語彙力、読解力の強化をめざす。

授業形態 講義
TOEIC頻出の文法事項を理解する。

対象学年 学科
ホテル・ブライダル・エアライン・

鉄道・国際ビジネス科

科目名 TOEIC Ⅱ ACMP①
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

期末試験

テーマ

過去問題①

過去問題①

ACMP

有（通訳翻訳業界勤務歴）日高郁子、猪口明日香、加藤亜希、前田智美

英検各級の語彙、文法についての解説等
授業形態 講義

対象学年 学科
ホテル・ブライダル、エアライン、 国際ビジネス、夜間総合観光科

科目名 英検対策Ⅰ&Ⅱ

担当講師（フルネーム）

注；各クラスで取得目標級が異なる為、授業内容や進度はそれぞれ異なる。

授業概要（内容）

期末試験解説

長文問題

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

本試験の自己採点及び解説

自身の弱点研究

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

後期総復習

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

リスニング問題

英作文問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文読解

英作文問題

リスニング問題

英作文問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題

リスニング問題

後期授業総括

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

4回

過去問題１⃣

5回

本試験

二次試験対策

13回

14回

15回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

期末試験対策

期末試験

二次試験対策

過去問題②

過去問題②

過去問題②

過去問題②

過去問題③

過去問題③

過去問題①

英検2026年度に合格できる力をつける。

2026年度版　英検過去6回全問題集（旺文社）

・期末試験70％　平常点30％　
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

1 授業中に実施

1回

2回

3回

授業内容

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題、語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

リスニング問題

英作文指導

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

作文指導（取得目標級により異なる）

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

到達目標

使用テキスト

成績評価方法
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1・2年共通 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

「誕生日はいつですか」　「今日は何月何日ですか？」など会話練習をする。

4回 ヘヨ体の作り方Ⅰ

3回

11回

12回 時を表す言葉

位置表現（場所を尋ねる）　 位置を表す名詞を覚え、会話練習をする。　

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末テスト50％　平常点50％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 エアライン・ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ・鉄道・夜間総合観光科		

科目名 韓国語 P・E・M・Y

無担当講師（フルネーム） 権京愛

到達目標 将来仕事で活用できるように会話練習を通してコミュニケーション能力を身につけさせることを目標とする。

使用テキスト 韓国語の世界へ「入門編」 (朝日出版)

教科書主体に文法を確実に身に付けさせ、毎回の授業には必ず演習を

取り入れ、「読む、聞く、話す、書く」の4技能をまんべんなく学ばせる。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

既習のハングル文字の母音、子音、バッチムの仕組みをもう一度お浚いする。

1回 前期の復習

会話の練習をする。

発音と読み書きの復習をする。

何年、何月、何日、何分、何個など漢数字とともに使われる助数詞を覚える。

2回 漢数字と助数詞 発音と読み書きの復習をする。

助数詞を使って会話の練習をする。

絵を見ながら場所を尋ねる表現を学ぶ。

クラスメートと待ち合わせの場所を決めるなど会話の練習をする。

韓国語の用言の活用を学び、ヘヨ体に直す練習をする。

うちとけた丁寧な言い方を学ぶ①

会話の練習をする。

助詞をまとめて覚える。

例文を作りながら練習して覚える。

会話の練習をする。

5回 助詞

問題を解きながら復習をする。

会話の練習をする。

うちとけた丁寧な言い方を学ぶ②

韓国語の用言の活用を学び、ヘヨ体に直す練習をする。

6回 復習と練習問題　

ヘヨ体の作り方Ⅱ

会話の練習をする。

7回

10回 ヘヨ体の作り方Ⅲ　

指示詞を覚え、物を尋ねる表現を学ぶ。

「これはなんですか」など指示詞を使って会話練習をする。

教室にある物を利用し、名前を尋ねる会話練習をする。

問題を解きながら、復習をする。

文化紹介

復習　

復習問題を解く。

8回 指示詞　

9回 会話の練習をする。

15回 まとめ

会話の練習をする。

期末テスト

固有数詞　

自己紹介のフレーズを覚え、韓国語で自己紹介の練習をする。

時を尋ねる表現を学ぶ。

期末テストのフィードバック

固有数詞を覚える。

固有数詞とともに使われる助数詞を学ぶ。

会話練習をする。

復習

復習と練習問題　

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末テスト

うちとけた丁寧な言い方を学ぶ③

韓国語の用言の活用を学び、ヘヨ体に直す練習をする。
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

テーマ 授業内容

TOEICに特化した文法を基礎から復習。語彙力を高め、音読、

シャドウイングなどでリスニング力を強化してスコアアップにつなげる。

使用テキスト TOEIC® L&R テスト書き込みドリル【スコア650全パート標準編】

対象学年 学科 ホテル、鉄道、エアライン

科目名 TOEIC（選択）  AMP

担当講師（フルネーム） 日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

1回 オリエンテーション

授業の進め方について

TOEICとは？　TOEICミニテスト

 

2回 品詞問題&Part1

品詞（名詞、形容詞、副詞)の見分け方

品詞問題の解き方 Part5

 

3回 時制&Part2

時制の総復習

Part2解き方 Part5

 

4回 自動詞＆他動詞Part3

自動詞・他動詞の見分け方　自動詞、他動詞を見分けて問題を解く

Part3 Part5

 

5回 不定詞&Part3

不定詞

Part3 Part5

 

6回 動名詞&Part4

動名詞

Part4 Part5

 

7回
分詞の形容詞的用法

Part4

分詞の形容詞的用法

Part4 Part5

 

8回 Part7

Part7(長文の解き方)

Part5

単語練習

9回
名詞・冠詞

part6

名詞・冠詞

Part6 Part5

 

10回
接続詞
Part1&2

接続詞

Part1&2 Part5

 

　

 

11回
関係代名詞

Part3

関係代名詞

Part3 Part5

 

12回
模擬テスト

(リーディング)

模擬テスト

解答

　

15回 文法総復習

後期復習

期末返却

 

授業概要（内容） 授業形態 講義

到達目標 各自の目標スコアを達成する。　※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2

期末試験 1 授業中に実施

13回 仮定法

仮定法

Part6 Part5

 

14回 期末テスト

期末テスト
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

・車両故障に対する乗務員手配と車両手配を考え発表を行う

4回 運用手配実践②

3回

11回

12回 運用手配実践⑩

運用手配実践① 2.ダイヤグラムと乗務員時刻表及び行路表の照合を行い、よりダイヤに詳しく説明を行う

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道概論 N

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 ダイヤ改正とそれに伴う乗務員の配置方を学ぶ

使用テキスト わかりやすい鉄道技術（１、２、３）、講師作成プリント

ダイヤ改正に伴う注意点

乗務員勤務作成時の注意点を学び、乗務行路を作成する
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1.カリキュラムの説明を行う

1回 オリエンテーション 2.ダイヤ改正の意義と作業内容を学ぶ

1.ダイヤ改正に伴う注意点

2回 駅構内ダイヤの解説 ・駅構内の運行内容の解説を行い、それに伴うダイヤグラムとの繋がりを知る

・車両の入換（分割、併合、入換）作業を学ぶ

1.ダイヤグラムから乗務員の行路を各自作成準備を行う

3.乗務員の作業を把握することにより知識を深める

2.ダイヤグラムと乗務員時刻表及び行路表の照合を行い、よりダイヤに詳しく説明を行う

1.ダイヤグラムから乗務員の行路を各自作成準備を行う

3.乗務員の作業を把握することにより知識を深める

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を学ぶ

・気象異常時に対する乗務員手配を各班ごとに考え発表を行うことにより、各作業内容を把握する5回 運用手配実践③

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を学ぶ

・列車遅延に対する乗務員手配と車両手配を考え発表を行う

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を行う

・車両故障に対する乗務員手配と車両手配を考え発表を行う

6回 運用手配実践④

運用手配実践⑤7回

10回 運用手配実践⑧

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を学ぶ

・気象異常時に対する乗務員手配を各班ごとに考え発表を行うことにより、各作業内容を把握する

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を学ぶ

2．期末試験に対するフィードバック

期末試験対策

1,.知悉度調査を実施する

・理解度の状態を把握し、解説を再度行い、習熟度の向上を図る

8回 運用手配実践⑥

9回 ・列車遅延に対する乗務員手配と車両手配を考え発表を行う

15回 まとめ

・理解度の確認及び全体評価

運用手配実践⑨

・知湿度調査を行うことにより理解度を確認する

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を行う

１．総まとめ、全体質疑

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を学ぶ

・列車遅延に対する乗務員手配と車両手配を考え発表を行う

1,期末試験

運用手配実践⑦

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

1.各班ごと行路を決め、乗務員手配及び車両手配の応用を行う

・車両故障に対する乗務員手配と車両手配を考え発表を行う
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

2.休日労働に対する考え方

3.年次有給休暇の取扱い

4回 停車に関わる取扱い

3回

11回

12回 休日勤務に対する取扱い

踏切及び人身事故② ・運転士、車掌、指令員、駅員の対応を学ぶ

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道実務 N

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 鉄道員が持つべき知識を習得し、実際に近い行動力を身に付ける

使用テキスト わかりやすい鉄道技術（１、２、３）、講師作成プリント

鉄道運行に伴う、各職種別の異常時取扱いを学びます

異常時対応能力及びお客さま対応能力向上を目指します
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1.鉄道人身傷害事故・踏切障害事故対応

1回 オリエンテーション

2．人身事故発生時のモックアップを使用した取扱いの実施

・運転士及び車掌の対応及び輸送指令員との手続き対応を行い実践に迫った体験を行う

1.鉄道人身傷害事故・踏切障害事故対応

2回 踏切及び人身事故① ・各職別対応の復習とまとめを行い注意すべき点を把握させる

2．人身事故発生時のモックアップを使用した取扱いの実施

1.列車の所定停止位置に停止できない場合の取り扱い説明

・お客様から見た処置内容について考える

・モックアップを使用した運転士、車掌、指令員、駅員の対応を実践

1.列車の所定停止位置に停止できない場合の取り扱い実践

・各係員の対応について意見を深める

1.運転士の国家試験を学ぶ

・試験内容を把握する

・運転審査の状況をモックアップを使用して再現する

5回 運転審査を学ぶ

1.鉄道係員の対応について学ぶ

・想定を各班で考え、交換する

2.車両周期に対する関係社員の取扱いを学ぶ

・想定に対する取扱いを各班毎発表する

1.駅及び構内作業ダイヤを学ぶ

・駅作業に対する内容説明

6回 異常事対応能力実践①

異常事対応能力実践②

・構内作業に対する内容説明

7回

10回 駅作業ダイヤ③

1.駅及び構内作業ダイヤを学ぶ

・駅作業に対する駅員及び乗務員の運用を考える

・構内作業に対する車両社員及び乗務員運用を考える

1.駅及び構内作業ダイヤを学ぶ

2．期末試験に対するフィードバック

期末試験対策

1,.知悉度調査を実施する

・理解度の状態を把握し、解説を再度行い、習熟度の向上を図る

8回 駅作業ダイヤ①

9回 ・構内作業に対する車両社員及び乗務員運用を考える

15回 まとめ

・理解度の確認及び全体評価

法定労働に関する取扱い

・知湿度調査を行うことにより理解度を確認する

1.鉄道会社における休日の取扱いを学ぶ

１．総まとめ、全体質疑

1乗務員の勤務と他の係員の勤務の違い

・'乗務員の勤務作成時の注意点を学ぶ

1,期末試験

駅作業ダイヤ②

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

1鉄道営業法に対する各鉄道企業の取り組み

・鉄道係員に対する勤務体制を知る
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

・地元の名所を宣伝したポスター作成

4回 定期観光バスの旅①

3回

11回

12回 ポスター作成③

鉄道の旅② ・お客さまの意向にあったプランニング作業を行う（窓口練習）

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験80％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 鉄道旅行プランニング N

有（鉄道業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 花生　義一

到達目標 パソコンを使用してプランニング作業の充実、旅行窓口作業の充実、旅行を楽しむ能力向上を身に付ける

使用テキスト 時刻表、講師作成資料

時刻表やコンピューターを用いてのプランニング作業

旅行ポスター・地元紹介ポスターの作成
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1.カリキュラムの説明

1回 オリエンテーション 2.発表内容に説明

1.JR時刻表を使った鉄道旅行作成

2回 鉄道の旅① ・お客さまの意向にあったプランニング作業を行う（窓口練習）

・見積書作成時に必要な事項を学び、実施作業を行う

1.JR時刻表を使った鉄道旅行作成

・お客さまの予算に似合ったプランニング作業を行う

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

1.JR時刻表を使った定期観光バス旅行作成

1.JR時刻表を使った定期観光バス旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う5回 定期観光バスの旅②

1.JR時刻表を使った船舶旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

1.JR時刻表を使った船舶旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

6回 船舶の旅①

船舶の旅②7回

10回 ポスター作成①

1.JR時刻表を使った航空旅行作成

・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

1.JR時刻表を使った航空旅行作成

2．ポスターの発表

ポスター作成④

1.旅行会社と位置付けしたポスター作成

8回 航空の旅①

9回 ・駅業務の中で行う観光各地の旅をお客さまに提供するためのプランニング作業をグループで行う

15回 まとめ

2.発表用ポスターのまとめ

ポスター作成②

・地元の名所を宣伝したポスター作成

1.旅行会社と位置付けしたポスター作成

１．総まとめ、全体質疑

1.旅行会社と位置付けしたポスター作成

・日本の名所を宣伝したポスター作成

1.プランニング発表

航空の旅②

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 発表用プログラム作成②

3.発表プログラムの決定

1.旅行会社と位置付けしたポスター作成

・日本の名所を宣伝したポスター作成
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

対象学年 学科 鉄道科

科目名 フレッシャーズ教育 Ｎ

担当講師（フルネーム） 三石　佳代子 有（鉄道業界勤務歴）

授業概要（内容）
学生と社会人の違いについて、鉄道業界の事例を通して学ぶ

授業形態 講義＆演習
職場のルールやコミュニケーションなど、社会人の基本を学ぶ

到達目標 社会人としての基本的なルールと行動を理解し、職場で周囲と協力しながら適切に行動できるようになる

使用テキスト ・講師作成プリント

成績評価方法
※単位取得には、出席率は便覧どおり７５％以上を条件とする

単位数 2
授業態度・授業に対する熱意・出席率・小テストなどにより総合的に評価を行う

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回 オリエンテーション

鉄道会社の組織図、鉄道業界でのキャリアパス、福利厚生・休日などについて

2回
会社の法律

＝就業規則とは？

鉄道業界の就業規則の記載事項について学ぶ

社会人として必ず守らないといけないルールを知る

3回 給料の内訳を知る

社会保険・労働保険・税金の意味を知り、

使えるお金の範囲で生活をシュミレーションする

4回 ＱＣ活動

仕事に取り組む際には自ら目的意識を持ち、改善することが大切

鉄道業界におけるQC活動を学ぶ

5回 ビジネス自己分析

自分の行動パターン知ったうえで、上司・同僚・友人の行動パターンを学び

どのように接したら円滑に仕事が進むかを考える

6回
できる新入社員と言われ

る
ためには

報連相の基本

スケジューリングの大切さ

これだけは押さえたいビジネスマナー

7回 アフター５の過ごし方

懇親会のマナー

残業・休日出勤

8回
身近なお金について

考えてみよう①

生活に必要なお金を具体的に考え、収入と支出のバランスや家計管理の基本を学ぶ

将来の目標に向けて、計画的にお金を使い、備えることの大切さを理解する

9回
身近なお金について

考えてみよう②

貯蓄・投資・保険・ローンなど、生活に関わる金融サービスの基本を学ぶ

クレジットカードや金融トラブルの注意点を知り、適切に判断する力を身につける

10回
マイクロツーリズム

プランニング

近場の魅力を再発見するため、日帰り、または一泊二日の一人旅を企画

11回
マイクロツーリズム

プランニング
発表会

前週に作成したプランを各自で発表する

12回 メンタルヘルス

社会人に多いメンタル不調について学ぶ

ストレスや悩みを抱え込まないためにはどうすればよいか検討する

13回 ストレスタイプを知る

自分自身のストレスの受け方、傾向を知り、

ストレスに強いメンタルを養う

14回 セルフケア

自分自身で心や身体についてケアするためストレス対処法や

心の健康において良くない状態であればそれを改善し、

良い状態であればそれを保ちながら、さらに良くするためにケアする方法を学ぶ

15回 ２年間のまとめ

働くことに関する総合的なテスト

２年間のまとめ

これから社会に出る皆さんへのメッセージ
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

学んだ手話を応用して発表政策活動

4回 旅行のことを話しましょう

3回

11回

12回 卒業制作への取り組み

イベント行事の会話 疑問詞の使い方

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験５0％　平常点５0％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 鉄道科

科目名 手話 N

有（エアライン業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 江口由香

到達目標 手話表現と手話検定取得

使用テキスト 手話で学ぼう手話で話そう

聴覚障がい者のお客様とコミュニケーション

手話での自己表現
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

1回 一日の生活表現 時の表し方１

2回 一年のことを話しましょう 時の表し方２

旅行に関する手話

病気に関する手話5回 病院のことを話しましょう

職場に関する手話

駅での応対

6回 職業のことを話しましょう

接客手話7回

10回 卒業制作への取り組み

聴こえない世界

手話学習まとめ

卒業制作への取り組み

8回 聴覚障害者の暮らし

9回

15回 卒業制作

一年間の集大成としての発表会

卒業制作への取り組み

学んだ手話を応用して発表政策活動

学んだ手話を応用して発表政策活動

聴こえない世界とは

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 実技テスト・発表会

学んだ手話を応用して発表政策活動
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

テーマ 授業内容

1回

到達目標 コンピュータの構成を理解しメールやクラウドなどのユーティリティを正しく理解し活用できるようにする

使用テキスト オンラインマニュアル

成績評価方法

担当講師（フルネーム） 財津克宜 有（IT業界勤務歴）

授業概要（内容）
コンピュータの基本的構成やよく使うソフトウェアを知る

授業形態 講義＆演習
メールやクラウドの使い方を習得しIT全般のスキルアップをはかる

Office365

PowerPoint練習

課題／小テスト70％　平常点30％　
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 2 期末試験なし

対象学年 学科 鉄道／夜間総合観光

科目名 コンピュータ NY

4回 Office365

PowerPoint練習

Office365

PowerPoint練習

2回

6回 Office365

PowerPoint練習

3回 Office365

PowerPoint練習

8回 AI活用

言語生成AI ChatGPT

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

5回 Office365

PowerPoint練習

10回 AI活用

言語生成AI MicrosoftCopilot

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

7回 Office365

PowerPoint練習

12回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

9回 AI活用

言語生成AI GoogleGemini

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

14回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

11回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

15回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

13回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

コミュニケーションゲーム・ワーク

4回 スピーチ

3回

11回

12回 チェック

チェック

講義授業形態

成績評価方法

期末試験

・期末試験70％　平常点30％　
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

1 授業中に実施

対象学年 学科 鉄道科

科目名 コミュニケーション学 N

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 吉良牧子

到達目標 社会で活躍できる人材になる

使用テキスト なし

明日から使える「コミュニケーション」を考え

様々な環境下の中、自らが主体的に発信していくノウハウを学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

これまでの自己紹介とこれからの自己紹介

1回 自己紹介

感じの良い印象を残すために

話を聴いてもらうコツ

世界の挨拶

2回 笑顔・挨拶 何のため、誰のため、することでどうなるの

第一印象を良くするためのトレーニング

日頃のコミュニケーション能力チェック

コミュニケーションゲーム・ワーク

勝ち取るためのスピーチとは

就職問題を使用してのスピーチ作成

性格を分析し自分を知る

自分の機嫌をとる5回 エゴグラム

怒るの感情をコントロールし職場でいかす

怒りのポイントは人それぞれ

タイプ別のコントロール

暑中見舞い、年賀状の由来

お礼状で良い印象を残す

6回 アンガーマネジメント

お礼状

周りがしないことをすることの価値

7回

職場で人間関係に困らないために

男女別、世代別のコミュニケーションの図り方

相手へのメッセージはシンプルな方が伝わる

8回 男女別世代別

9回 ワーク・提出課題あり

印象を残す文章とは

そこに集客力があるか

おススメを欲しいと思えるか

絵本コミュニケーション

10回 ブログコミュニケーション

目標立てと言葉のご褒美

15回 マインドマップ

ネタ作り

ワーク・提出課題あり

課題

就職問題

課題13回

14回 スピーチ３分

頭の中を整理する

ストレスケア

スピーチ１分
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1・2年共通 学期 後期のみ

クラス

実務経験

トレーニング６
第７課コンビニで

トレーニング7
第8課バス停で　

２５．前置詞 ” 在 ”　　　
２６．時刻の言い方
２７．” 是 ” の省略　　　　　　　　　　　　　◇時を表わす語（２）
２８．助動詞  ” 会 ” ・ ” 能 ” ・ ” 可以 ”
２９．前置詞 ”跟”と”给”
３０．主述述語文
３１．様態補語
３２．経験を表わす ” 过 ”

３３．比較を表す ” 比 ”
第１０課　卓球の中継を ３４．動詞 ” 喜欢 ”
　　　　　　見ながら
トレーニング10
中国語の歌を習おう！ 中国語の歌をマスターしよう！

３５．進行を表わす ” 在 ”
第１１課　ディズニーランド ３６．方向補語
　　　　　　で待ち合わせ ３７．選択疑問文
トレーニング１1 ３８．” 是～的 ” の文
第１2課　カフェテラスで ３９．結果補語

４０．時間の長さ・動作の回数を表わす語の位置
トレーニング１２ ◇　時間の長さを表わす語

　　期末テスト対策 復習プリント

期末テスト
自己紹介 今まで習った表現を使って自己紹介しよう。

総復習

前期習った内容のおさらい

１８．動詞 ” 在 ”
１９．動詞の重ね型
２０．時を表わす語の位置　　　　　　   　◇時を表わす語（１）
２１．量　詞
２２．実現 ・ 完了を表わす ” 了 ”

第９課　放課後に

トレーニング8

トレーニング9

3回

11回

12回

これまで習得した表現を使って、業務上で使う会話を実践しよう

講義授業形態

成績評価方法
・期末試　50％　+　小テスト　30％　+　平常点　20％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 エアライン、ホテル・ブライダル、鉄道科

科目名 中国語 PEN

有（通訳翻訳業界勤務歴）担当講師（フルネーム）

2回 第６課王先生の研究室で

青山祐子

到達目標 中国語の音読、語彙の使い方、文の表現しながら、業務上で使うリスニング能力と会話能力を高めることを目標とする。

使用テキスト 初めまして！中国語（白水社）

中国語の基礎的な発音・文法・単語を習得し、簡単な会話文について
授業概要（内容）

10回

8回

9回

15回

テーマ 授業内容

1回 前期の復習

２４．連動文

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回

4回

２３．助動詞 ” 想 ”　　　　　　　　　　　　　◇ ” 几 ” と ” 多少 ”

5回

6回

7回
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